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 幼

びに

また

公園

た
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が余

が増

「公

そ

りた

場

の変

園」

いて

特徴

らで

が詰

では

町の

を
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高

中心

なっ

間

の

面

南

れ、

南町

土讃

に切

され

な

南
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園 
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背景と目的 

幼い頃の私は

に行っていた

た学年の違う

園は私にとっ

ちの集まる空

いう空間で遊

余ったから造

増えたように

公園に子供が

そのような現

たいと考えた

を造る、とい

変化のないも

」の改善には

ていないよう

徴を基に公園

ではのものと

詰め込まれた

は、土地の特

のポテンシャ

していく。 

敷地 

高知市薊野南

心街から離れ

っている。そ

を生み出して

中を通ってい

といった特徴

南町の特徴と

、北と南には

町の北に位置

讃線の線路が

切り離されて

れていること

く、物寂しい

南町の周囲約

lay with the to

Suggestion of 

と遊ぶ ～

9． その他 
遊び空間

町の意外

は幼稚園、小

た。公園に行

う子や公園で

って当たり前

空間であった

遊ぶ子供の姿

造られたよう

に感じている。

が集まらず、使

現状に衝撃を

た。しかし広

いった「普通

ものが出来て

はならない。

うな特徴がい

園を造るとす

となり、「普通

た公園のカタ

特徴が遊び空間

ャルを引き出

南町に敷地を

れて位置し、都

それにより様

ている土地で

いるように感

徴的空間が存在

として水路が

はそれぞれ 1

置する中町や

が通ることに

ていることも

とで住民以外

い雰囲気が感

約 2km の範囲

own 

f the town with

点在する

間 
外性 

学校から帰る

くと友達の誰

出会った子と

にある遊び空

。しかし最近

を見ることが

な意味のない

。 

使われていな

受け、子供の

さのある土地

の公園」のカ

しまい、「子供

町の中には、

くつも転がっ

るならば、そ

通の公園」とは

チとなるはず

間となるよう

す新たな公園

決定した。薊

都市間の境界

々な形が混在

ある。南町に

じる道や丸い

在する。 

よく通ってい

本の水路が通

西に位置する

よって周囲の

大きな特徴だ

の南町への出

じられる。 

囲には保育園、

h the play spac

特徴を引

 
子供 
 

るとよく公園

誰かは来てい

とも遊んでい

空間であり、

近ではそんな

が減り、また

い公園を見る

ない。」 

の集まる公園

地に遊具を置

カタチでは現

供の集まらな

住民ですら

っている。そ

それはその土

は違った町の

ずである。本

に一工夫を加

園のカタチの

薊野地区は高

界のような場

在し、特徴的

には、まるで

い穴模様のあ

いることが挙

通っている。

る西町と違い

の地域から空

だ。そして切

出入りはほと

幼稚園、小

ce that let a ch

引き立たせ

 

園に遊

いて、

いた。

子供

な公園

た土地

こと

園を造

置き砂

現状と

ない公

気づ

そんな

土地な

の要素

本設計

加え、

の提案

高知市

場所と

的な空

で水路

ある斜

挙げら

また

、JR

空間的

切り離

んど

小学校

が 1

地域

道路
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地内

地盤

影の

いる

ため

一端

遊べ

 

3−2-

haracteristic to

せた遊び空

0 か所あり子

域も含め公園

路や駐車場で遊

設計 

．方針 

意外性ある空

新しい可能性

在する特徴を基

．点在する空

-1．水路のよ

内の道の中で

盤高さが低く

の中という涼

るように感じ

め道の一端に通

端には新たな水

べるだろう。

-2．水路に寄

o be dotted wi

空間のある

指

子供の多い地域

の数が少なく

遊んでいるの

薊野南町の

間を活かした

が拓けると思

基に、点在す

空間の提案 

ような道 → 水

 左

建つ

る。

に対

もここは特に

なっているこ

しさも相まっ

られる。この

通っている水

水路を通す。

寄り添う斜面 

敷

うよ

開い

って

ith become mo

る町の提
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域と考えられ

く、子供たち

のが現状だ。 

の航空写真 

た遊び場を公

思われる。そ

する遊び空間

水と歩く道 

左右を背の高

つ住宅に囲ま

左右に建つ全

対して背面を

に異空間のよ

ことから道全

ってまるで水

の道の水路感

水路幅を大き

夏には水を

→ 丸花壇と

敷地南側を通

ようにある斜

いており、そ

て花壇または水

more attractive~

案～ 

金平佳

渡辺菊

れる。しかし周

は住宅前の狭

園として考え

こで薊野南町

の提案をする

い人工地盤上

れている道が

全ての住宅が

向けており、

うである。道

全体が影に包ま

路の中を通っ

を引き立たせ

くし、またも

かけ合う等し

と穴梯子 

る水路に寄り

面には丸い穴

の丸穴部分を

水路に下りる

~ 

佳子

菊眞

周辺

狭い

 

える

町に

る。 

上に

があ

が道

敷

道の

まれ、

って

せる

もう

して

り沿

穴が

を使

るた



  

めの

しみ

面高

がで

場が

 

3−2

十分

で建

鉄塔

印象

 

3−2

だ

に描

芝

石の

讃線

を強

 

3−2

間は

よい

人た

この

べ

 

3−2

鉄工

高

 

の梯子替わり

み、住民の手

高さによって

できるように

が新たに加わ

2-3．そびえ立

分すぎるほど

建っている。

塔が映るよう

象が大きく変

2-4．無機質

けを考えられ

描かれている

を用いること

の代わりとし

線の線路が通

強く感じたか

2-5．放置され

は子供のため

い。南町は子

たちも生活し

の場を造った

り等、生活の

2-6．廃屋と

工所はそのま

高知工科大学 

りにすること

手で花壇を豊

て見下ろすだ

になり、子供

わる。 

立つ鉄塔 → 

 南

塔が

ぶ住

圧巻

どの広さを持

その広さの

うにすること

変わるだろう。

な駐車場 → 

 敷

リー

めら

の駐

れたもので、

る白線は芝へ

とで駐車場に

して枕木を用い

通っており、

からである。 

れた空き地 

 駐

放置

ここ

ンチ

めというより

子供たちだけ

している。そ

た。散歩途中

の中の一部と

なった鉄工所

 敷

た鉄

もそ

倒壊

ままの形で残

システム工学

にした。好き

かなものにし

けであった水

たちにとって

水上のエッ

南町には推定

がそびえ立っ

住宅群を遥か

巻だ。そんな

ったフェンス

部分に水を張

で無機質であ

。 

芝木の車置

敷地内にある

ート地盤また

られたものば

駐車場も自動

無機質に感じ

替え、縁石は

自然の要素が

いたのは、敷

薊野南町の要

→ ひと時の

駐車場として

置された状態

こは緑化を積

チを置く等し

も大人のため

ではなく、も

んな大人のた

の休憩や近所

して使っても

所 → イベン

敷地南東の辺

鉄工所がある

それほど古い

壊の心配はな

し、半屋外空

学群 建築・都

きな花を植え

していく。ま

水路に下りる

て水路という

フェル塔 

定高さ約 20m

っている。立

かに凌ぐ大き

な鉄塔は、四

スに囲まれた

張り、鏡のよ

あった鉄塔周

き場 

る駐車場はコ

たは砂利が敷

ばかりである

動車を停める

じられる。駐

は枕木へ替え

が追加される

地の北側を J

要素としての

寄り道 

ても使用され

態の空き地が

積極的に行い

していく。こ

めの空間と言

もちろん多く

ための空間と

所の人とのお

もらいたい。

ト工場 

辺りに廃屋と

る。廃屋と言

いものではな

ないと判断し

空間の屋根と

都市デザイン

えて楽

た斜

こと

遊び

の鉄

立ち並

さは

方を

た状態

うに

周りの

ンク

敷き詰

。ど

こと

駐車場

える。

。縁

JR 土

の存在

れず、

ある。

、ベ

の空

言って

の大

して

おしゃ

なっ

言って

く、

た。

して

生き

が集

 

3−2-

が、

元に

この

然と

 

3−2-

整備

こと

人の

して

 

4．点

公

なく

間を

体が

南町

囲の

体の

町か

意外

が繋

ン専攻 

Arch

き返る。この場

集まる時に使用

-7．水路同士

水路の多い

にある穴なた

の特徴の存在

と目が向くよ

-8．忘れられ

備されている様

とは、人の来

の来るものへ

ていく。 

点在する遊び

公園として 1

く、元々敷地

を核にして遊び

が子供たちに

町の至る所で子

の地域から切

の活性化にも繋

から新たに意外

外性が意外性

繋がっていく

hitecture and 

場はボール遊

用してほしい

士をつなぐ不思

 子

があ

路下

この

この土地なら

め大人は気づ

を強調するた

うにした。 

れたベンチ →

 住

われ

ある

だそ

様子はない。

る空間であっ

と再生させる

び空間 

か所にまとま

内に点在して

び空間を点在

とっての大き

子供たちの楽

り離された物

繋がっていく

外性のある空

を呼び、その

ことを願う。

Infrastructure

遊びや地域行

い。 

思議な穴 →

子供ですら入れ

ある。おそら

下で繋いでい

の穴を使って遊

らではの特徴

づきにくいも

ため、穴の周

→ 思い出され

住居間の空間に

れていたのであ

る。植えられて

そこにあるだけ

しかしベン

ったという証

るため、ベン

まった遊び空

ていた意外性

在させること

きな遊び空間

楽しそうな様

物寂しい雰囲

くだろう。そ

空間が生まれ

の土地だけが

 

e Systems En

行事等、多くの

水路ワープ

れないような

く水路同士を

るものだろう

遊ぶことはな

徴だと感じた。

のだと思うが

辺を花壇化し

れるベンチ 

に、かつては

あろうベンチ

ている植物は

けの存在とな

チがあるとい

証だ。この空間

チや植物を整

空間を造るので

性のある特徴的

により、敷地

となっていく

様子が広がり、

気のある南町

して活性化し

るかもしれな

持つ楽しい空

ngineering, KU

の人

プ 

な穴

を道

う。

ない

足

が、

し自

は使

チが

はた

なり、

いう

間を

整備

では

的空

地全

く。

周

町全

した

ない。

空間

UT


